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誰もが主役になれる「私たちの居場所」を目指して

ごちゃまぜの福祉ごちゃまぜの福祉

　

こ
の
施
設
は
福
祉
人
材
育
成
確
保

の
拠
点
と
し
て
総
合
実
習
セ
ン
タ
ー

的
な
役
割
も
あ
り
、
年
間
約
２
０
０

名
の
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

施
設
職
員
の
６
～
７
割
が
移
住
者

で
、
住
ま
い
の
確
保
と
し
て
職
員
に

家
賃
補
助
（
２
万
円
）
が
あ
り
ま
す
。

人
件
費
率
は
60
％
で
黒
字
経
営
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

入
所
者
家
族
が
宿
泊
で
き
る
部
屋

も
あ
り
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
や
看
取

り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
入
所
者
の

看
取
り
時
、
仲
の
良
い
保
育
所
の
子

ど
も
が
立
ち
会
う
こ
と
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

▲駄菓子や野菜の販売コーナー

　

ラ
ウ
ン
ジ
は
、
施
設
の
利
用
者
以

外
で
も
利
用
で
き
る
「
居
場
所
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

駄
菓
子
や
野
菜
の
販
売
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
、
ソ
フ
ァ
ー
で
く
つ
ろ
い
だ

り
、
寝
転
が
っ
て
本
を
読
ん
だ
り
す

る
人
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
ふ
く
し
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

先
進
施
設
と
し
て
マ
・
ル
ー
ト
は
、

地
域
住
民
も
巻
き
込
ん
だ
居
場
所

で
あ
り
、
今
後
の
福
祉
施
設
建
設

に
向
け
て
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

▲社会福祉法人みねやま福祉会の常務理事櫛
くし

田
だ

啓
たすく

氏より説明を受けました

誰
で
も
自
由
に
居
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス

　

10
月
29
日
、
社
会
福
祉
法
人
み
ね
や
ま
福
祉
会
の
マ
・
ル
ー
ト

（
京
都
府
宮
津
市
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

「
マ
・
ル
ー
ト
」
は
人
と
人
を
結
び
付
け
る
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」

の
根
源
で
、
年
齢
・
疾
患
・
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も

が
そ
の
人
ら
し
く
居
ら
れ
る
空
間
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
複
合
型

施
設
で
す
。

　

施
設
の
土
地
は
法
人
が
取
得
、
国
・
京
都
府
の
補
助
金
を
活
用

し
約
12
億
円
で
２
０
１
７
年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

Ｍａ・ＲｏｏＴｓ（マ・ルート）の施設概要
■特別養護老人ホーム� 定員60名

■幼保連携型認定こども園� 定員20名

■障がい者（児）通所事業所

　　就労継続支援Ｂ型� 定員13名

　　生活介護� 定員７名

　　放課後等デイ� 定員10名

■実習生� 宿泊室（８部屋）・研修室

Ｍ
マ

ａ・Ｒ
ル ー ト

ｏｏＴｓ
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鳥
獣
害
を
地
域
の
宝
に

変
え
る�

日ひ

な

た

や

向
屋

▲食肉加工場で説明を受けました

　

10
月
30
日
、
和
歌
山
県
田
辺
市
の

山
間
部
、
上
日
向
地
区
を
拠
点
に
農

業
の
傍
ら
、
害
獣
（
イ
ノ
シ
シ
・
鹿

な
ど
）
駆
除
と
肉
を
ジ
ビ
エ
と
し
て

販
売
す
る
日
向
屋
で
研
修
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
で
も
イ
ノ
シ
シ
や
鹿
の

農
業
被
害
が
急
増
し
、
５
名
の
若
い

農
業
者
が
狩
猟
免
許
を
取
得
。
鳥
獣

害
対
策
か
ら
食
肉
販
売
や
後
継
者
対

策
、
荒
廃
地
対
策
な
ど
事
業
を
展
開

し
て
地
域
貢
献
度
も
高
く
、
都
市
と

農
村
を
つ
な
ぐ
農
業
体
験
や
交
流
も

行
い
、
人
材
確
保
対
策
に
も
奔
走
し

て
い
ま
す
。

　

食
肉
に
で
き
な
い
も
の
は
処
分
費

用
が
掛
か
る
こ
と
や
採
算
を
考
え
る

と
本
町
に
あ
る
有
害
鳥
獣
焼
却
施
設

で
処
理
し
た
ほ
う
が
最
善
だ
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
…
地
域
課
題

解
決
の
た
め
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
ビ

ジ
ネ
ス
の
手
法
を
活
用
し
解
決
し
て
い
く

事
業
（
経
済
）
活
動

　

30
日
午
後
、
和
歌
山
県
田
辺
市
の

廃
校
を
活
用
し
た
コ※

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
（
レ
ス
ト
ラ
ン
、
宿
泊
、
農

業
体
験
、
農
産
物
加
工
な
ど
）
を
行

う
秋
津
野
ガ
ル
デ
ン
で
研
修
し
ま
し

た
。

　

秋
津
野
ガ
ル
デ
ン
は
、
町
内
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
Ｊ
Ａ
な
ど
の
各
種
団
体
、

和
歌
山
大
学
、
田
辺
市
、
有
識
者
か

ら
な
る
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

計
画
書
を
作
成
し
住
民
か
ら
出
資
を

募
り
国
の
補
助
金
を
受
け
て
事
業
を

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
主
婦
が
作
る
家
庭
料
理
を

提
供
す
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、

廃
園
を
復
活
さ
せ
貸
し
出
し
、
そ
こ

か
ら
野
菜
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

農
村
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
や
テ

レ
ワ
ー
ク
で
利
用
で
き
る
宿
泊
施
設

が
あ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
も
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

経
営
安
定
と
収
益
確
保
の
た
め
、

地
元
柑
橘
類
を
使
用
し
た
加
工
品

（
ジ
ャ
ム
、
ク
レ
ー
プ
、
ク
ッ
キ
ー

な
ど
）
の
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
働

き
手
確
保
の
解
決
の
一
つ
と
し
て
、

農
村
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
な
ど

気
軽
に
応
募
し
て
仕
事
が
で
き
る

仕
組
み
作
り
を
Ｊ
Ａ
、
商
工
会
と

行
政
が
構
築
す
る
こ
と
や
、
廃
校

舎
の
有
効
活
用
も
進
め
る
べ
き
と

考
え
ま
す
。

地域課題をコミュニティビジネスへ地域課題をコミュニティビジネスへ
住民出資で地域資源を活かす～秋

あき

津
ず

野
の

ガルデン

▲館内の施設や事業内容について詳しく説明を受けました
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▲学校図書室の適切な管理で学力増進を

提
出
に
至
っ
た
経
緯

　

昨
年
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
よ
り

図
書
館
司
書
の
設
置
を
求
め
る
要
望

が
議
会
に
あ
り
、
小
中
学
校
の
校
長
、

教
頭
と
関
係
者
に
話
を
伺
い
、
総
務

経
済
常
任
委
員
会
で
協
議
し
、
代
表

し
て
窪
田
委
員
長
が
教
育
長
へ
文
書

質
問
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
回
答
は
後
日
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
へ
報
告
し
ま
し
た
。

文
書
質
問
通
告
内
容

　

学
校
図
書
室
の
管
理
は
保
護
者
等

に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い

る
が
活
動
継
続
も
限
界
で
あ
り
、
教

職
員
も
多
忙
の
た
め
管
理
が
難
し
い
。

　

図
書
を
手
に
取
る
子
ど
も
が
増
え

る
こ
と
で
学
力
の
増
進
が
図
ら
れ
る

と
考
え
る
が

①
学
校
図
書
室
の
現
状
把
握
は
。

②
図
書
館
司
書
設
置
の
考
え
は
。

③
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
の
専
属

ス
タ
ッ
フ
設
置
の
考
え
は
。

松
村
教
育
長
回
答

①
小
学
校
で
は
、
保
護
者
の
図
書
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
毎
週
金
曜
日
２
時
間

ほ
ど
環
境
整
備
の
協
力
を
受
け
て
い

る
。
中
学
校
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
っ
て
い
る
現
状
。

②
図
書
館
司
書
の
設
置
は
人
材
確
保

な
ど
か
ら
難
し
い
。

③
中
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
確
保
は

関
係
者
と
協
議
し
、
専
属
ス
タ
ッ
フ

等
の
設
置
を
検
討
す
る
。

文
※

書 質 問

　

10
月
31
日
、
和
歌
山
県
橋
本
市
の

大
変
険
し
い
山
間
部
に
あ
る
、
戦
後

初
め
て
私
立
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ

た
学
校
（
小
、
中
、
高
校
）
で
す
。

　

全
国
４
市
町
の
小
・
中
・
高
12
校

を
合
わ
せ
た
生
徒
数
は
約
７
０
０
名

で
、
子
ど
も
た
ち
の
多
く
が
寮
生
活

を
送
り
、
学
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
公
民
館
で
、
き
の
く
に
子
ど

も
の
村
学
園
を
舞
台
に
し
た
「
夢
見

る
学
校
」
の
映
画
を
拝
見
し
た
こ
と

が
ご
縁
で
伺
い
ま
し
た
。

▲喫茶店の運営も子どもが実施している

　

教
育
目
標
は
「
自
由
な
子
ど
も
」
。

基
本
方
針
は
自
己
決
定
・
個
性
化
・

体
験
学
習
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
の
授
業
は
グ
ル
ー
プ
活
動

で
主
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ス
ポ
ー
ツ
・

図
工
・
音
楽
・
演
劇
な
ど
）
か
ら
一

つ
を
選
び
、
子
ど
も
た
ち
が
話
し
合

い
で
内
容
な
ど
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

　

基
礎
学
習
の
授
業
は
、
教
科
書
は

配
布
す
る
も
の
の
使
用
せ
ず
、
教
職

員
が
プ
リ
ン
ト
を
作
成
し
た
も
の
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
後
に
い
た
だ
い
た
昼
食
は
、

子
ど
も
た
ち
が
注
文
を
聞
き
、
盛
り

付
け
、配
膳
、会
計
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
そ
っ
く
り
本

町
で
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
で

す
が
、
総
合
学
習
や
新
し
く
建
設

さ
れ
る
福
祉
施
設
の
居
場
所
で
子

ど
も
た
ち
が
活
躍
で
き
る
場
面
が

あ
り
そ
う
だ
と
考
え
ま
す
。

体
験
学
習
が
学
び
の
中
心

窪く
ぼ

田た

　
裕ゆ

う

二じ�

議
員

問 �

学
校
へ
図
書
館
司
書

設
置
を

答 
 

小
中
学
校
と
協
議
し

必
要
性
を
検
討

自
己
決
定
し
個
人
を
尊
重
　
き
の
く
に
子
ど
も
の
村
学
園
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